
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●無理なく楽しく社会貢献したい 
●重なる「遊び・レクリエーション」と社会貢献 
●「じぎょう」という“考え方・流儀” 

         ●「事業グループ」という新しい世界    
          ●楽しさが回り巡る ～楽しさ、貢献という面から見た構造 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事業グループ」とは  

遊び・レクリエーションを通して、無理なく、楽しく、社会貢献する 

新しい地域活動の世界 
 
 
 

①気のあった仲間という小さなグループではじめの一歩を踏み出し 

②メンバー自身が好みの活動を楽しむことを大切にしながら、継続的に学びあい楽しみあう 

集いを重ね 

③無理のない範囲で、集いの場を地域の人々に開放し、共に楽しむ仲間の輪を広げ 

④折に触れて活動の成果を地域にお返し、活用してもらう。 

そして、 

⑤振り返れば社会に貢献したという実感を通して、より大きな楽しさ・やりがいを得る。 
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